
パ ー ト ナ ー 契 約 の 締 結 式成 田 市 で 投 票 で き る 人選 挙 公 報 は ○ 日 （ ○ ） に

新 聞 折 り 込 み で

不
足
が
見
込
ま
れ
る
介
護
人
材

　
超
高
齢
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
一
方

で
、
介
護
職
の
担
い
手
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
に
よ
る
と
、
令
和
4
年
度
の
全
国

の
介
護
職
員
は
約
2
1
5
万
人
。
現
在

50
歳
前
後
の
い
わ
ゆ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
の
人
が
65
歳
を
迎
え
る
2
0
4
0

年
に
は
、
約
2
7
2
万
人
の
介
護
職
員

が
必
要
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
介
護
職
員

が
増
え
な
け
れ
ば
、
約
57
万
人
が
不
足

す
る
見
込
み
で
す
。

市
内
の
状
況
は

　
現
在
、
本
市
で
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
の

自
宅
に
訪
問
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事

業
所
な
ど
、
多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
職
員
が
働
い
て
い
て
、
介
護
認

定
を
受
け
た
高
齢
者
の
身
体
介
助
・
生

活
援
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
新
た
な
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
の
整

備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ

ら
に
介
護
職
員
の
確
保
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

進
む
労
働
環
境
の
改
善

　
介
護
の
仕
事
に
は
「
き
つ
い
・
汚

い
・
給
料
が
安
い
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が
導
入

さ
れ
、
利
用
者
が
介
護
事
業
所
を
自
由

に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
降
、
各
介
護
事
業
所
で
は
、

よ
り
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

者
に
提
供
す
る
た
め
、
介
護
職
員
の
労

働
環
境
の
改
善
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
利
用
者
を
ベ
ッ
ド
か
ら

車
い
す
に
移
乗
さ
せ
る
際
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
介
護

記
録
の
入
力
・
共
有
に
利
用
す
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
を
導
入
し
て
、
介
護
職
員

の
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
事
業
所

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算

と
い
っ
た
賃
金
面
を
改
善
す
る
制
度
改

正
や
、
介
護
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
防
止
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
今
後
も

介
護
職
員
の
待
遇
の
改
善
は
さ
ら
に
進

め
ら
れ
て
い
く
見
込
み
で
す
。

資
格
を
取
得
し
て

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
介
護
職
の
資
格
に
は
、
介
護
職
員
初

任
者
研
修（
初
任
者
研
修
）、
実
務
者
研

日
々
の「
あ
り
が
と
う
」が
原
動
力
に

介
護
職
の
魅
力

利用者に寄り添って

65
歳
以
上
の
人
口
が
総
人
口
の
21
%
を
超
え
る
超
高
齢
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
介
護
職
の
重
要
度

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
介
護
職
は
利
用
者
か
ら
直
接
感
謝
さ
れ
、
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事

で
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
改
善
に
よ
り
、
働
き
や
す
い
環
境
も
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

介
護
職
を
取
り
巻
く
現
状
や
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
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自 身 の 知 識 や 経 験 で

地 域 貢 献 を

修
、
介
護
福
祉
士
な
ど
が
あ
り
、
現
場

で
経
験
を
積
み
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
初
任
者
研
修
は
、
以
前
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
2
級
と
呼
ば
れ
た
資
格
で
、
介

護
の
基
礎
知
識
や
基
本
的
な
介
護
技
術

な
ど
を
学
ぶ
も
の
で
す
。
1
3
0
時
間

の
研
修
を
受
講
し
、
修
了
試
験
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
実
務
者
研
修
は
、
介
護
方
法
の
計
画

立
案
や
医
療
的
ケ
ア
な
ど
を
学
ぶ
た
め
、

初
任
者
研
修
以
上
に
実
践
的
な
知
識
や

技
術
を
身
に
付
け
ら
れ
る
資
格
で
す
。

4
5
0
時
間
の
研
修
の
受
講
が
必
要
で

す
が
、
初
任
者
研
修
を
修
了
し
て
い
る

場
合
は
、
一
部
の
課
程
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　
介
護
福
祉
士
は
介
護
事
業
所
で
3
年

以
上
実
務
を
経
験
し
、
実
務
者
研
修
を

受
講
し
た
人
の
ほ
か
、
大
学
や
専
門
学

校
で
介
護
を
専
門
的
に
学
ん
だ
人
な
ど

が
受
験
で
き
る
国
家
資
格
で
す
。
高
度

な
知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
、
利
用
者

家
族
の
相
談
対
応
や
介
護
職
員
の
指
導

な
ど
も
行
え
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

介
護
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
介
護
職
員
を
支
援
す
る
た

め
、
就
業
年
数
に
応
じ
た
「
介
護
版
な

り
た
手
当
」
の
支
給
や
、
初
任
者
研
修

を
受
講
す
る
た
め
に
か
か
っ
た
費
用
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

介
護
版
な
り
た
手
当

　
主
に
身
体
介
助
を
担
当
す
る
常
勤
の

正
規
職
員
と
し
て
、
市
内
の
介
護
事
業

所
で
働
い
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

　
就
業
年
数
に
応
じ
て

2
〜
10
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

初
任
者
研
修
の
補
助

　
初
任
者
研
修
を
修
了
し
、
市
内
の
介

護
事
業
所
で
3
カ
月
以
上
勤
務
を
続
け

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

　

初
任
者
研
修
で
か

か
っ
た
受
講
料
と
教
材

費
の
合
計
額
を
10
万
円

ま
で
補
助
し
ま
す
。

あ
な
た
も
介
護
職
員
を

目
指
し
ま
せ
ん
か

　
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
介
護

職
は
、
利
用
者
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、

利
用
者
や
そ
の
家
族
の
心
と
体
の
支
え

と
な
る
こ
と
で
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
え

る
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で

す
。

　
あ
な
た
も
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と

さ
れ
る
介
護
職
員
を
目
指
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐

1
5
3
7
）へ
。

　生活支援課の課長としてケアの方針の策定や職員のマネ
ジメントをしています。また、現場で利用者とも積極的に
関わっています。
　大学で社会福祉士の資格を取得し、介護の道を選びまし
た。この仕事の素晴らしさを改めて実感できた出来事があ
ります。それは、競馬が趣味という利用者の、家族と一緒
にテレビを見ながら有馬記念を楽しみたい、という最後の
希望をかなえたことです。利用者だけでなく家族にとって
も大切な時間となり、その場に立ち会えたことは私にとっ
て忘れられない経験となりました。利用者に寄り添ったサ
ポートができた時はとてもやりがいを感じます。
　介護職は作業という「点」ではなく、継続的に「線」で利用
者の生活を支える大切な仕事です。介護職の専門性とやり
がいをより多くの人に伝え、この仕事に興味を持ってもら
いたいと思っています。

特別養護老人ホーム職員

加
か

茂
も

 航
こう

平
へい

さん（介護福祉士・社会福祉士）

　利用者の身体介助を担当しながら、統括ユニットリー
ダーとして利用者のケアのフォローや職員のマネジメント
を行っています。
　就職活動中に、いつまでも自分らしく生活したいという
思いに応える、というこの法人の理念に強く共感したこと
がきっかけで介護の仕事を始めました。
　普段のケアでは、散歩や買い物で外に出たり、食事のメ
ニューや洋服を自分で選べる機会を提供したりして、でき
るだけ入居前と同じように過ごしてもらえるように心掛け
ています。新しい入居者が施設での環境に慣れていく様子
を見られるととてもうれしく思います。
　介護の仕事は、利用者の生活を整えることだと思ってい
て、一人一人に寄り添い、その人らしい生活を支えること
に誇りを持っています。今後もさらに知識と技術を高め、
利用者に貢献していきたいです。

特別養護老人ホーム職員

髙
たか

柳
やなぎ

 陽
ひ

菜
な

乃
の

さん（介護福祉士）

介護事業所で活躍している職員に聞きました
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